
小学部低学年は、毎週、水曜日５,６時間目の「あそび」の時間に、手作りのおもちゃやいろいろな

ゲーム、道具を使って友だちと楽しむ活動を行っています。

２月の半ばには１，２年生全員で「紙相撲あそび」に取り組みました。

まずは力士作り。人の形に切り取った台紙に、顔や胴体を描く人、好きな模様や色を塗る人、お気に

入りのキャラクター写真を貼る人･･･と、思い思いに素敵な力士を作りあげました。

できあがった後は、いよいよ取り組みです。ト

ーナメント制で行いました。土俵を叩きすぎて、

自分の力士を倒してしまったり、お互いにくっつ

いて動かなくなったりと、ハラハラドキドキ、予

想以上に盛りあがる取り組みが続きました。

ルールが難しいかなと思っていましたが、みん

なしっかりと理解して楽しむ事ができました。

《小学部》２月２１日（金）
爽やかな青空、絶好のコンディションのもと、保護者の沢山の応援を受けながら０，８㎞コースか

らスタートしました。今回初マラソンの１年生も参加したコースでしたが２年生の先輩と互角の走りを

みせていました。その次の１．２㎞コースは学部最多の２３名がエントリー。賑やかにスタートし、そ

れぞれのペースで完走しました。最後に最長の２．０㎞コースでは、先頭の２人がゴール直前まで競り

合い、近年稀に見るデッドヒートを展開し、大いに盛りあがりました。

表彰式では、メダルをもらった子どもたちは嬉しそうにメダルを眺めたり、オリンピック選手さなが

らのポーズをとったりなど喜びを表現していました。その後、一人一人台に乗って記録証をもらいまし

た。メダルはなくても、がんばったことを特別に讃え合う機会となりました。

《高等部》２月１３日（木）
高等部マラソン大会当日も、晴天に恵まれました。１００人近い高等部の生徒全員が行う大きな冬の

イベント。コースは１．２ｋｍ、２ｋｍ、３ｋｍ、４ｋｍ、５ｋｍと幅広く、生徒の実態に応じて本人

と体育の教師や担任が相談してコースを選択しました。今年は、例年に増して最長の５ｋｍに挑戦する

生徒が多く、大接戦でした。寒い中、顔を真っ赤にしてゴールする生徒、試走のタイムを超えられるよ

う自分の記録に挑戦する生徒、どうしてもしんどくて少し歩いてしまった生徒、とそれぞれ違いはある

ものの、目指すゴールは皆一緒です。ゴールをしたときの達成感にあふれる生徒

たちの表情はなんともいえないものがありました。

大会に向けて、体育の授業でたくさん走りこむ他に、自主的に登校後や、放課後

練習する生徒もおり、本番に臨むまでのプロセスを大切にした生徒の姿が見られま

した。

《中学部》２月２５日（火）
中学部は、年間を通じて１限目にランニングに取り組んでいます。１周１１５ｍのグランドで、それ

（ ） 。 、 、ぞれの力に応じた距離 １０周・１５周 を走ってきました 毎日の積み重ねで ずいぶん体力がつき

記録会でも、好記録を残す生徒がたくさんいました。

※２月８日（土）雨天延期のため◇ １日（土）いきいき交流教室「第６回 乗馬体験活動」

◇ ３日（月）平成２６年度高等部入学選考

◇ ７日（金）第３５回高等部卒業証書授与式 10:00開式

◇１４日（金）第３７回小中学部卒業証書授与式 10:00開式

◇２４日（月）平成２５年度修了式
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楽しかった「紙相撲遊び」小学部 低学年

元気いっぱい走りました！

マラソン大会（小学部・高等部） ・ ランニング記録会（中学部）
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